
JSPO 公認 指導者資格(JTA テニスコーチ１) 取得について 

① 共通科目オンライン講習を受講 
 各自で申し込む 申し込み期間(10/2〜12/17) 
 受講料 18,040 円 

② 専門科目を受講 
 JLTF 中央エリア研修会(来年 3 月初め予定、2 日間) 
 受講料 19,480 円 

 
①と②により、資格取得できます。(登録費用は別途かかります。) 
今回、②の専門科目である指導者養成講習会を JLTF で実施してもらえることになりました。 
エリア講習会として行い、時期は 2024 年 3 月初め、場所は多治見市の予定です。 
(日程、場所は確定次第、お知らせします。) 
 
指導者資格を取得しようとお考えの皆様、この機会に是非ご検討ください。 
詳細は、PDF を参照ください。 



〈コーチ１養成講習会開催について説明時の資料〉
普及指導委員会指導部門委員 松原慶子

Ⅰ．公認資格について ＊JTAテニスコーチ１資格概要より抜粋

１．コーチ１養成目的

◆都道府県でテニスの普及発展を図るため、初心者、初級レベルの

一般成人やジュニアを対象に基礎的技術指導にあたる指導者の養成。

２．役割

◆一般人や発育発達期の子どもたちに対し上位資格者のもとでテニスの

基本的な指導にあたる。

３．受講条件

◆受講年の4月1日現在で満18歳以上

◆基礎技術において方向、高さ、距離、回転、速度のボールコントロー

ルできる者

◆養成講習会を開催する都道府県でテニス協会が認めた者



４．受講科目および受講料

◆共通科目：（公財）スポーツ協会が開催しているオンライン講習を受講

＊共通科目Ⅰ（45h）☞ JSPO ホームページを参照して下さい。

受講料：¥18,040円（税込）

（受講料￥15,400円、テキスト代金￥2,640円）

今年度の共通科目オンライン講習（年2回開催）

◎申し込み日：第１コース（7月末締切り）、第２コース10/2～12/17

◎受講期間 ：受講料支払い後～令和6年1月14日まで

◆専門科目：

＊専門科目（20h）☞ 集合講習：対面（10h）座学と実技

その他：自宅学習（10ｈ）

集合講習後、実技検定とルールテスト

受講料：￥19,480（税込）教材費含む

教材：テニス指導教本Ⅰ￥3,080円、プレーテニス教本￥1,000円

（教材は、受講人数が決定次第、JLTFからJTAに発注）



５．資格登録について（取得後）

◆登録料（4年間）

・基本登録料：¥10,000円

・資格別登録料：¥5,000円

・初期登録手数料（初回時のみ）：¥3,300円

◆更新登録要件

資格有効期限の6か月前までに、JTAまたはJSPOが認める

研修会を受け、必要ポイントを獲得する。



２．なぜ？指導者養成（資格）なのか

◆日本女子テニス連盟の基本理念（誠意・情熱・希望より抜粋）

【情熱】

・テニスの普及・発展に努め、日本のテニス界に貢献する

・皆が健康で明るく豊かなテニスライフを送れることを目指す

・社会に地域に貢献できるよう努める

・お互いの連携を深める。本部の活動、各支部の活動を把握し

日本女子テニス連盟の共通認識を持つ

【希望】

・自分自身の勉強の場、輝く場であり続ける

・テニスを通じて仲間を作り、人との対話を大切にし健全な心

身を育てましょう



◆活動現場における懸念と内容の充実に向け

＊近年、社会的にも問題となるスポーツ現場における事故や

トラブル等

例：・スポーツ活動現場の環境、安全管理、運営方法、

ハラスメント等

現場での指導は勿論のこと、運営に携わることでも、担当され
たスタッフの責任も問われることになるかも知れない。

これらの問題を見据え今後の取り組みとして

・諸問題解決策に有用になりうる学びの場の提供

・公に認められた有資格者の増員（信頼）

・自身のテニスの経験値だけでなく学び続けることの必要性等



何よりも、

・普及、指導活動の現場で、スタッフや参加者が安心して活

動できる環境の提供

・テニスの楽しさ、素晴らしさ等魅力を存分に伝える内容の

充実を図る

本部と支部がチーム一丸となりテニスの普及・発展を目指す

＊尚、普及指導委員会では、資格を取得された方々と指導の質の向上や

運営の改善など本部と支部の有資格者との連携が図れるよう新たな取り組みを検討中。

JLTFの魅力ある
活動

テニスファンの
増員
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